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青少年育成委員会 事業報告 

Ⅰ．委員 

委 員 長 中村 憲広   

副 委 員 長 中島 敬太   

委員会メンバー 子迫 康之 土屋 重和 高塚 伸一 

 山口 敦志 森  隆司 宮下 明生 

    

幹 事 長谷川 恭好   

 

Ⅱ．委員会事業 

１． ３月例会 

２． ８月例会 

３． 青年の船 とうかい号 出航式 帰港式 

４． 全国大会 松山大会 

  

 

Ⅲ．委員会活動報告 

 事業名または活動内容 成     果 

１月 3月例会内容協議 委員会協議、打合せ。 

２月 3月例会準備 3月例会講師打合せ、委員会にてリハーサル。 

３月 3月例会開催 子どもたちを取り巻く環境からどのように育成するかを学ぶ事ができた。 

 

 

 

 

ようにの考え方を 

４月 3月例会収支決算事業報告 3月例会収支決算事業報告書の作成を行った 

５月 8月例会準備 委員会にて打合せ 

６月 青年の船 とうかい号 出航式 帰港式の設営 

７月 8月例会準備 住田町、釜石市にて最終打合せ及び現地調査。 

８月 8月例会開催 様々 な体験により、メンバーと子どもたちで「強い心」を学んだ。 

９月 委員会開催 決算事業報告書の準備 

１０月 全国大会松山大会 

 

全国大会松山大会の設営 

  8月例会収支決算事業報告書 8月例会の収支決算事業報告書の作成を行った 

１１月 委員会開催 

 

 

 

理事会報告を行い事業報告の準備を行った 

 

 

 

１２月 事業報告書作成 事業報告を作成し一年の活動を振り返ることができた。 

 

Ⅳ．委員会決算報告 

単位；円 

事 業 名 予 算 決 算 

１． 3月例会「白熱教室＠東海 JC」～メンバーが地域の子どものス

ーパーヒーロー～ 

\50,000 \49,665 

２． 8月例会「Boys Be Strong」～子どもたちよ、強くあれ！～ \3,517,000 \3,252,977 

合 計 \3,567,000 \3,302,642 
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Ⅴ．委員長所見 

   

委員長 中村 憲広 

近井洋一理事長のもと、青少年育成委員会で委員長を一年間務めさせていただき、充実した一年を送ることができました。 

青少年育成委員会のテーマである“強い心”を持つような青少年を育成することを最大のミッションと掲げ、メンバーのみなさま

がたとそして地域の子どもたちや地域のかたたちとともに取り組んでまいりました。 

3月例会、8月例会の二つの例会を通して、3月例会ではメンバー自らの意識改革から始まり、8月例会では子供たちとともに、自

分の持っている能力以上の目標をなんとか成し遂げようと一生懸命努力し、どんな壁にぶつかろうとも、必死でその壁を乗り越え、

自分の想い描いた目標に少しでも到達できるよう努力し、大きな夢を描き、夢を叶える為の目標に取り組むぶれない心、いわば“強

い心”が何たるかを知り、また醸成することができたのではないかと思います。 

大人になった今でさえ、8月例会のあの想い出を思い返すと、小さかったころの遠足前夜のようなあの、わくわく感が蘇ってきます。 

子どもたちも大人である私たちでさえも、わっくわくするような事業を行うことができたと思います。 

同じ夢を描き、一緒に活動できた魅力あふれる東海青年会議所のメンバーと一年を通して活動できたのは、私の14年間の青年会議

所活動の中でも宝物の一年になりました。 

近井理事長をはじめ、伊藤担当副理事長、中島副委員長にはたくさんのことを教えて頂きました。委員会のメンバー、青年会議所

のメンバーには多大なる協力を頂きました。 

2014 年における青少年育成員会の運営には、多くのかたのご尽力を頂戴しました。みなさまのご協力なくしては、この魅力溢れる

事業を推進していくことさえ困難でした。みなさま、本当にありがとうございました。 


